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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月１３日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 乗船者死亡 

発生日時 不明（令和７年２月２７日 １７時００分頃～２８日 ０７時４１分

頃の間） 

発生場所 不明（福岡県糸島市加布里
か ふ り

港） 

事故の概要  ゴムボート（船名なし）が砂浜を出発した後、乗船者２人が落水し

て溺死した。 

事故調査の経過  令和７年４月７日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

ゴムボート （船名なし）、重量約２２.５kg 

 なし、個人所有 

 約２.６５ｍ×約１.３２ｍ×約０.３５ｍ（チューブ径）、ゴム引布

（布にゴム類を貼り合わせた材料） 

 機関なし、不詳 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船（海上保安庁提供） 

 乗組員等に関する情報 乗船者Ａ ７６歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成１７年３月２日 

  免許証交付日 令和元年１２月１０日 

         （令和７年３月３日まで有効） 

乗船者Ｂ ７６歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 昭和６３年９月８日 

  平成２３年５月２２日をもって失効していた。 
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 死傷者等 死亡 ２人（乗船者Ａ、乗船者Ｂ） 

 損傷 左舷船尾部のチューブ（船外側）に直線状の切り傷（２か所）（その

他の事項(4)④に詳述） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：波高 約０.２ｍ、水温 約７℃ 

日没時刻：１８時１４分頃 

 事故の経過  本船は、乗船者Ａ及び乗船者Ｂが乗り、わかめ
．．．

採りの目的で、令和

７年２月２７日１７時００分頃、加布里港内の砂浜（以下「本件砂

浜」という。）を出発したところを本件砂浜付近にいた釣り人に目撃

された。 

 乗船者Ａの家族は、乗船者Ａがふだん帰宅する１９時を過ぎても帰

宅しなかったので、２０時００分頃に２回、２１時００分頃に数回、

乗船者Ａの携帯電話に電話を掛けたが、呼出音が鳴るのみで応答がな

かった。 

 乗船者Ｂの家族は、２０時００分頃～２３時００分頃の間に３回、

乗船者Ｂの携帯電話に電話を掛けたが、呼出音が鳴るのみで応答がな

かった。 

 乗船者の家族から相談を受けた知人は、２８日０２時１２分頃、 

１１８番通報した。 

 本船は、海上保安庁の巡視艇及びヘリコプター、水難救済会の所属

船、消防隊等によって、捜索が行われた。 

 乗船者Ｂは、０６時５３分頃、本件砂浜西方沖約２０ｍの海上で、

消防隊によって、仰向けの状態で漂流しているところを発見され、揚

収された。 

 本船は、０７時２０分頃、本件砂浜西方沖約１１０ｍの海上で、消

防隊によって、転覆した状態で漂流しているところを発見され、揚収

された。 

 乗船者Ａは、０７時４１分頃、本船が発見された場所付近で、消防

隊によって、うつ伏せの状態で漂流しているところを発見され、揚収

された。 

 乗船者Ａ及び乗船者Ｂは、消防隊によって社会死（医師の診断を仰

ぐまでもなく、身体の状態から誰が見ても判断できる死）と判断され

た。その後、巡視艇によって海上保安庁へ搬送され、医師によって、

死因が溺死、死亡推定時刻はそれぞれが発見された時刻頃と検案され

た。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 その他の事項 (1) 船舶所有者への連絡状況 

 船舶所有者は、乗船者Ａから、本事故発生の前日に電子メール

で、わかめ
．．．

採りの目的で本船を借りたいこと、２７日１６時３０

分頃に本船を玄関前に準備してほしいことの連絡を受けた。 
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(2) 乗船者Ａ及び乗船者Ｂの発見時の状況 

  ① 乗船者Ａ 

   イ ネックウォーマー、ジャケット、長袖シャツ、ズボン、軍

手及び靴下を着用していたが、靴を履いていなかった。 

   ロ 首掛け式タイプの救命胴衣を着用していたが、膨張してい

ない状態であった。 

   ハ 乗船者Ａの携帯電話は、後日、車で発見された。 

  ② 乗船者Ｂ 

   イ ニット帽、ウインドブレーカーの上着、カッパのズボン、

手袋及び靴下を着用していたが、靴を履いていなかった。 

   ロ 腰巻きタイプの救命胴衣を着用しており、膨張した状態で

あった。 

   ハ ズボンのポケットに乗船者Ｂの携帯電話が入っており、使

用可能な状態であった。 

(3) 本船に関する情報 

 本船は、４人乗りのゴムボートで気室が２つあり、船首部又は

船尾部のどちらか一方のチューブが破損しても、浮力を保てる構

造となっていた。 

(4) 本船発見時の状況 

  ① チューブ内の空気の状況 

 本船は、転覆した状態で船尾部チューブ内の空気が抜けて船

尾が水没しており、船首部チューブ内には空気が残っていた。 

  ② 船内に残された鎌の状況 

 船首側には、刃渡り約１５～２０cm、持ち手が木製のわかめ
．．．

採り用の片手鎌が１本残っていた。 

  ③ オールの状況 

 本船の両舷には、オールが１本ずつ取り付けられた状態であ

った。 

  ④ 本船の損傷状況 

 本船の左舷船尾部チューブの船外側には、横方向に直線状の

切り傷が２か所あり、１か所は切り傷の長さが約６cm、もう１

か所は約２.６cm であり、同チューブ内には海水が浸入してい

た。 

  ⑤ 乗船者Ａの所有物の状況 

 本件砂浜において、わかめ
．．．

が入ったビニールバケツが発見さ

れ、乗船者Ａの所有物であることが判明した。 

(5) わかめ
．．．

採りに関する情報 

 わかめ
．．．

等の海藻類及び貝類を採捕するには、第一種の共同漁業

権（採貝採藻など、漁場を地元漁民が共同で利用して漁業を営む

権利）の免許が必要で、同免許は管轄する漁業協同組合が有して
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おり、同組合に属する組合員が採捕することができる。 

 地元の漁業協同組合によれば、加布里港周辺でわかめ
．．．

採りをす

る際、船上で箱眼鏡及び鎌を使用して行う漁師はほとんどおら

ず、素潜りで行う漁師が主であった。 

 乗船者Ａ及び乗船者Ｂは、地元の漁業協同組合の組合員ではな

く、第一種の共同漁業権を有していなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 乗船者Ａ及び乗船者Ｂは、溺死した。 

 乗船者Ａ及び乗船者Ｂは、次のことから、本船で鎌を使用してわか
．．

め
．
採りをしていた際、誤って船尾部チューブ（船外側）を鎌で切り、

同チューブ内を貫通して空気が抜け、船尾が沈んで落水した可能性が

あると考えられるが、目撃者がおらず、乗船者Ａ及び乗船者Ｂが死亡

しており、客観的な情報を十分に得られなかったことから、その状況

を明らかにすることはできなかった。 

(1) 本船が発見された際、船内に鎌が残っていた。 

(2) 本船の左舷船尾部チューブ（船外側）に直線状の切り傷が２か

所あり、同チューブ内の空気が抜けていた。 

(3) 乗船者Ａの所有物であるビニールバケツが、わかめ
．．．

が入った状

態で発見された。 

 本船は、２７日１７時００分頃に本件砂浜を出発した後、乗船者Ｂ

は２８日０６時５３分頃、また、乗船者Ａは同日０７時４１分頃、本

船が発見された場所付近でそれぞれ漂流しているところを発見された

ことから、両者は、それぞれの発見時刻までの間に落水して溺死した

ものと考えられる。 

 乗船者Ａ及び乗船者Ｂは、地元の漁業協同組合の組合員ではなく、

第一種の共同漁業権を有していなかったことから、加布里港周辺でわ
．

かめ
．．

を採捕してはならなかった。 

原因  本事故は、本船が本件砂浜を出発した後、乗船者Ａ及び乗船者Ｂが

落水して溺水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・漁労作業等のためにゴムボート上で刃物を使用する者は、船体に

刃物が当たらないように扱うこと。また、刃物を使用していない

時は刃を鞘
さや

にしまうこと。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

福岡県 

佐賀県 

加布里港 

本件砂浜 

福岡県糸島市 

乗船者Ｂ発見場所 

（令和７年２月２８日 

０６時５３分頃） 

本船及び乗船者Ａ発見場所 

（令和７年２月２８日 

０７時２０分頃及び０７時４１分頃） 


